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１．はじめに 

社会基盤を形成する土木技術の社会的意義は言及する

に及ばないが、一般的な理解は十分であるとはいえない。

また各大学では、高等学校・高等専門学校を対象として

出前講義（出張講義）により受験生の確保、大学人気の

高揚を図っている。しかしながら、土木技術者意識自体

が明確に規定されることなく、大学教育および社会教育

の構造的な問題から、技術者意識はもとより人間形成に

関する指針提示が喪失されているように思われる１）。 
対外的大学用務としての動機づけられる出前講義である

が、青春期の意識構造を理解し、土木計画の社会的意義

を啓蒙的に伝達する機会として利用できる。具体的には、

都市計画および地域計画に関する出張講義を行った。特

に、風土工学的な地域計画論を講義課題として、土木技

術者に関する受講者の意識構造および深層心理構造の調

査を行った。特に公共意識についての質問に併せて、臨

床心理学で利用される「樹木画テスト」(バウムテスト)
を実施した。心理テストの一形式で無意識層を絵画的に

実体化する手法である。バウムテストの分析方法を整理

するとともに、学生の深層心理的理解の可能性を検討し

た。また公共意識の質問結果とバウムの分析結果の比較

から、大学を目指す学生意識の内面的な意識構造が把握

される。この結果、大学における土木技術に関する高等

教育の前提となる初学者意識が整理され、さらに土木技

術者教育での人間形成に関する議論が可能となる。 

 

２．技術者意識の形成と精神発達 

 本研究で紹介する出前講義の内容は、基本的には都市

計画・地域環境計画の思想的背景に関して、初学者のた

めに要点を整理したものである。土木技術と建築技術の

相違を公共性の観点から論述するとともに、他の応用力

学的土木分野に対して、人間的考察を前提する分野を、 
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土木計画と位置づけている。具体的には、画一的な理解

を期待するものではなく、①都市と地域における社会

性・公共性の意味づけ、②欧米型思想による欲望充足型

計画の不毛、③技術者の自己実現に関する意識、④自己

内面世界に関する考察の必要性、⑤精神性豊かな都市の

創生についての理念を紹介することで、一般的な土木技

術および土木計画の社会的側面に着目するための示唆と

考えている。ここでは、土木技術者意識のなかでも公共

意識が本質的に重要な点であり、日本的風土においては、

大乗仏教で語られる「菩薩」の概念に近いものであると

考える。すなわち「自己一人の悟りを求めて修行するの

ではなく、世のため人のために実践（慈悲利他行）し、

すすんで悟りの真理によって現実社会の浄土化（浄仏国

土）に努める者」２）である。しかしながら、個人主義

的な昨今の時代背景があり、若年層のデジタル化が進ん

でいることから、このような意味の公共意識の必要性を

説明することは極めて難しい。青年期における基本的課

題である「アイデンティティ」はつぎのように定義され

る。すなわち、『社会の一員として、独自の生活史を背

景にもって生きる「自分」が過去の自分、過去の時代と

「同一性」「連続性」を保ちつつ新しい自分へと発展し

ていくことの感覚をもち、あわせて自分の所属するさま

ざまの集団成員ともある種の「同一性」「連続性」をも

ちながら、しかも「自分は自分だ」と感じられる』３)こ

とである。価値観が多様化して変化の激しい社会ではア

イデンティティの確立は困難をともなう。また本来いろ

いろな失敗から試行錯誤を通して発見するものである。

この自己発見の体験過程が阻害されて、自己定義をなし

えない状態に陥る場合をアイデンティティ拡散（identity 
diffusion）という。技術者は専門的な知識を持つ技能者

であるといえるが、その前に社会生活を基本とした人間

である。したがって、個人としてのアイデンティティの

欠如は極めて重要な問題である。アイデンティティ拡散

の状況においては、①高校・高専段階では目的意識の欠

如、自己定義の回避、教育システムへの過大な期待を生

じるであろうし、②大学・大学院の専門的な勉学段階に

おいては、研究意欲の喪失、社会的な自己定義の欠如、

進学進路に関する目的意識欠如につながる。また、③社

会における若年土木技術者の段階においては、組織への



帰属意識の欠如、自己実現の目的喪失、短絡的な業務理

解などから最終的に逃避行動としての安易な離職などが

発生するものと思われる。社会人としての精神的発達・

人間形成を大学・大学院で論じる局面も少なく、また同

様にして、一般の社会組織において新入者の自覚的人間

形成を図る機会も少ないのではないかと思われる。 

 

３．若年の公共意識に関する調査結果 

本研究では、高等学校・高等工業専門学校における

学生の基本的な意識を把握するため簡単な質問による公

共意識に関する調査を行っている。実際には都市デザイ

ンに関する出前講義に対する事前調査として一般的な質

問を行っている４）。平成17年度出前講義のうちＴ高等

学校とＭ工業高等専門学校に関しての調査結果を表－１

に整理する。ここで、Ｔ高校は普通科高校であり、受講

者は２年生で39名である。またＭ高専においては、土木

系の学科に所属する４年生32名が受講者である。 

具体的な質問内容では、「問１」で土木の意味を質

問し、公共意識を「問２」また大学教育の理解を「問

３」「問５」で質問している。また一般常識の程度を

「問４」で把握し、自己意識形成に関して「問６」～

「問８」で質問している。また実際の回答はすべて「は

い」「いいえ」の二肢択一の形式としている。 

表－１にこれら質問に対する回答の集計結果を示す。

本表より両校に共通する意識として、「今後の人生を自

分で解決できる」と思わない者が圧倒的多数であり、ま

た「電車で席を譲らない」道徳的価値観の低い者も多数

である。一方で「受験ランクと大学の教育内容」に関し

ての評価について構成割合は傾向的に逆転している。ま

た大学で「専門的知識を教えられる」（知識伝達教育）

との認識は高専では３分の１程度であり安心を与える。 

この結果から同年代であっても高専学生においては

専門的意識が比較的高く、高等教育に対する知識の伝達

を超えた学習への期待を持つ者が比較的多いことが推察

される。一方で普通高校では、高度な情報化を前提とし

た偏差値主義の教育が浸透し、受験ランキングが価値基

準の中心としているのではないかと思われる。 

全般的には、将来に関する不安を持っている場合が

圧倒的であり、人生においては他者の援助が必要と考え

ている。若年層は人間として確立した枠組みを持たず、

急激な変化のなかにある。また感受性や衝動性が強い割

には、統合力や防衛力が弱いのが一般的である。 

一方で「宗教」に対しては、基本的に無縁なもので、

人生においても関係ないと考えている。心身の発達期に

相当する若年層においては、特に体験的な問題もなく宗

教の意味や意義に関して興味がないことは特に不思議な

ことではない。しかしながら特定の宗教の必要性を説く

必要性はないものの、挫折の場合に超越的存在を認め、 

表－１ 講義事前調査の集計結果 

人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％

１）「建築」と「土木」（社会基盤）
　　のちがいを説明できる。

6 15% 33 85% 14 44% 18 56%

２）電車に乗って一度座った
　　席は絶対に譲らない。

13 33% 26 67% 5 16% 27 84%

３）大学は専門的な知識を
　　教えてもらうところだと思う。

36 92% 3 8% 22 69% 10 31%

４）一万円札の顔の人は誰で
　　何をした人か説明できる。

25 64% 14 36% 18 56% 14 44%

５）受験ランクの高い大学は、
 　教育内容も良好であると思う。

20 51% 19 49% 11 34% 21 66%

６）絵を描いたり、文章を書い
　　たりするのは好きである。

17 44% 22 56% 11 34% 21 66%

７）宗教には興味がなく、
　　自分には関係ないと思う。

30 77% 9 23% 17 53% 15 47%

８）今後の人生で何でも自分で
　　問題解決できると思う。

1 3% 38 97% 4 13% 28 88%

Ｔ高等学校 Ｍ高等工業専門学校

質問項目 はい いいえはい いいえ

 
 

精神的共同生活を構成するいわゆる「宗教心」を理解す

ることは重要であると思われる。これらは高等学校にお

ける「倫理」教科書には比較的詳細に記述されている。

しかしながら優位な受験科目は重要性が認識されない。

また若年世代は人生の教示の必要性を感じることが少な

く、宗教的意義を伝えることは極めて難しい。 

大多数のものが「人生に対する不安」を感じている

青春期学生に対して、中等教育システムでは明確な配慮

を行うことなく、高等教育機関へ責任が移行する。さら

に大学・大学院の高等教育においても意識化されず技術

者を輩出するシステムには大きな危機を感じる。 

 

４．バウムテストにおける人格形成の調査 

 本研究では、社会基盤の人間的側面を取り扱う土木計

画の基本的理念を踏まえて、人間と風土に着目した土木

技術者の意識形成を目的としている５）。本稿では初学

者である若年世代の人格形成に対する考察の必要性に言

及する。ここでは人格理解のための具体的技術として樹

木画テスト（バウムテスト）を利用することを考える。 

風土と人間という観点から考えると、樹木と同様に、

人は開放系として、その人をとりまく人間関係やその人

をとりまく人間関係やその人の生きる時代と地域など、

さまざまな環境要因と影響しあいながら、それぞれのア

イデンティティを保っている６),７)。風土と樹木と人は相

互に関係性をもつ。すなわち樹木画は心理学的な「投影

法」の一種であるとともに、人の風土（周辺環境全体）

と自己の関係を表出したものであるといえる。 

具体的な描画方法は、事前調査の一部として（ある

意味ではデザインの練習として）各受講者に樹木画を依

頼している。具体的には「自分の思う木の絵を描いてく



ださい」という問い合わせを行っている。したがって、

描画方法としては、集団法に属することから、個別の運

筆状況や問診を行うことは不可能である８)。また本研究

では個別受講者の精神的診断を行うことは目的としない

ため、個人的な関連情報の収集は行っていない。 

このとき、ある人が描いた樹木の絵から人格のさま

ざまな側面を明らかにすることが、基本的な樹木画テス

トの解釈方法である。図－１に本研究で用いた一般的で

基本的な樹木画の解釈要素を整理している６),８),９)。 

各要因は通常の樹木画解釈において着目される項目か

ら主要なものを抽出した。本来、樹木画の解釈は他の情

報も考慮することが重要である。樹木画の形式的な子項

目別判断ですべての人格理解が得られるとはいえない。

しかしながら、本研究では「土木技術理解のための人格

理解の必要性を議論する」ことを意図しており、基本項

目に対応する解釈であっても本質的部分は整理されるも

のと考えた。具体的にはつぎのような手順で分析をすす

める。①全体的印象から得られる情報を整理する。②各

特徴項目に対応する所見を整理する。③特徴項目以外の

部分から得られる補足的情報を整理する。 

たとえば、あるサンプル（No.137）の樹木画では、

「樹木の大きさがやや小さく」「画面中央よりかなり左

に配置され」「放射状の樹木構造であり」「幹と樹幹の

接続が不明確」「枝が多数にくびれ」「一部に陰影があ

り」「根が大きすぎ」「さらに細かく分かれている」と

いう特徴が見られる。全体的印象では「樹木全体が不自

然にゆらいで、発散的な幹の形状に加えて、現実には不

可視の地下の根が詳細な線で描かれている」樹木である。 

このサンプルに対応する具体的な判定結果を表－２に

示す。上記の樹木画の各要素に対応する11種類の人格判

断項目を整理する。本研究では各人格項目を指標化して

程度として定量的に示している。 

 つぎに各サンプルのバウムの判定結果（指標群）に基

づき、人格診断に関するクラスター分析（算術距離、類

似性による）を行った。この結果、特徴的な集団として

５種類のクラスターを規定できる。また各クラスターの

相互関係性は図－２のように整理できる。すなわち 

（Ａ，Ｂ）（Ｃ，Ｄ）はそれぞれ類似性が大きく、Ｅは

他クラスターとは類似性が最も少ないことがわかる。 

全般的に見れば、クラスターＣとＤでは比較的安定性

が高く、大きな問題が見られない。またクラスターＡは

ストレス度が高く複数項目で特徴が現れている。またク

ラスターＢは攻撃性が高い。さらにクラスターＥは抑う

つ度、不安度、衝動性が高く精神的安定性に乏しいこと

がわかる。したがって各クラスターに対応して、Ｅ→Ａ

→Ｂ→Ｄ→Ｃの順で、アイデンティティ形成の不調、統

合性の欠陥などが推測されることから、人間形成上の問

題を含む程度が示されているものと考える。 

⑧樹冠の形状

⑫樹冠の描写

⑬根

⑮幹と樹冠の接合
⑪傾斜

⑭幹と樹冠
の比率

⑯根元と地面の接合
⑰傷跡，節穴

⑱小動物，昆虫

⑲雲
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⑦囲い
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図－１ バウムテストによる人格理解の概念 

 

表―２ バウムによる人格判断の例 

サンプル番号 137

外向性 0.20 攻撃性 0.00
内向性 0.38 空想的 0.67

精神的成熟度 0.00 感情の抑圧度 0.20
不安度 0.38 ストレス度 0.00

抑うつ度 0.40 外界接触機能欠如 0.50
衝動性 0.20

全体的に不安定状態 欲求感情の鬱積、抑制
人格全体の統合を失う 現実吟味力が欠如
無意識の衝動への葛藤 外界との客観的理解に問題  

 

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ
Ｅ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ
Ｅ

 

図－２ 人格形成に関するクラスター分析結果 

 

つぎに高等学校と工業高等専門学校の間での人格形成

状態の相違を検討する。表－３は両校の各人格クラスタ

ーの構成割合を示したものである。全般的なクラスター

構成割合に大きな相違はないものの、高校ではクラスタ

ーＣ・Ｄへの集中程度が大きく、高専ではグループＥの

割合が相対的に大きいことが特徴として挙げられる。 

 今回の人格群の類型化によって最も特徴的なクラスタ

ーＥに関して平均的な人格を算定した。図－３に具体的



な構成を示す。多数の項目で高い度合いを示し、特に抑

うつ度が高く、内向的、閉鎖的である点が特徴である。

このクラスターに属する10サンプル（高校：４、高専：

６）の樹木画を参照すると、放射線状の冠部形状をして

おり、「安定性に乏しく」「衝動的」である場合が多い

（10サンプル中７サンプル）。このような放射線状の木

は思春期の危機のときに良く描かれるとされる６)。 

またこのクラスターの樹木には多く「陰影」が見ら

れる。陰影は、①不安や抑鬱感、②外界からの影響に対

して自己を保護しようとする機制、④心的外傷となる記

憶の抑圧、⑤潜在的敵意などを象徴しているとされる８)。

したがって、これらのクラスターの樹木画からは、「抑

うつ的で、対人的距離を失調しており、日常的に不安が

大きく、空想的で、衝動性が高い」という、いわば自我

確立期における「アイデンティティ拡散」状態を思わせ

るものである３),10)。精神医学的にはＢＰＤ（境界性人格

障害）への危惧が感じられるクラスターである10)-12)。 

これら分析結果を踏まえると、現在の中等教育・高

等教育さらに技術者教育のいずれの局面においても「自

分が何者であるか」という自己を発見していく体験過程

が阻害される背景に関する十分な配慮が必要である。ま

た技術者教育においては、社会的自己イメージ・自己概

念の確立を前提とした意識形成メカニズムに関しての考

察を推進するべきではないかと思われる。 

  

５．おわりに 

本研究では、社会基盤の人間的側面を取り扱う土木

計画の基本的理念を踏まえて、人間と風土に着目した土

木技術者の意識形成を目的としている。本稿では初学者

である若年世代の人格形成に対する考察の必要性に言及

した。具体的には出前講義時の高等学校・高等専門学校

学生の深層的意識から問題点を抽出した。今回の調査結

果から、昨今の社会の複雑さを反映して、価値観の多様

性は増大する一方で、若年層のアイデンティティ形成に

関して危機的な状況を指摘できる。これらの検討結果を

踏まえて、土木技術者（特に土木計画技術者）の意識形

成のためにいくつかの問題提起をしておく。すなわち、

①現在の若年層の高等教育に対する理解を考えると、土

木計画技術に関する表層的知識の伝達は社会的意識高揚、

自己実現達成面で問題がある、②社会の複雑化、多様化

は人格形成面に多大な影響を与えており、技術者アイデ

ンティティ形成を援助するため教育的配慮は明確に意識

されていない、③技術的な進歩に伴う精神的な意味での

技術者意識の確立のためには、形式的な技術者・実務

者・研究者の存在を認識するとともに社会的見地から人

間形成環境把握の検討が必要である。ただし本論は、い

わゆる教育論の提案ではなく、日本的風土に基づく技術

者の自己実現の期待を論述したものである。 

表－３ 若年層の人格形成状態の分布 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

A 4 10% 2 6% 6 8%

B 7 18% 6 19% 13 18%

C 15 39% 10 31% 25 35%

D 9 23% 8 25% 17 24%

E 4 10% 6 19% 10 14%

計 39 － 32 － 71 －
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図－３ クラスターＥの平均的性格 
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